
◆会 長 講 演◆

学 際 的研 究 へ の志 向

I は じ め に

本学会の目的及び活動は, その会則によると,

「広く看護学の研究者を組織し,看 護学の教育,研 究

及び実践の進歩発展に寄与することを目的とし次の

活動を行う:云 々」とある。類似した目的をもって

組織された看護学関係の学会は他にもいくつかある

が,そ れらの学会との比較において,本 学会の特質

は何であろうか。最も特質とするところは11他の学

会が職種を限定し入会資格を与えているのに対し,

本学会は入会の門戸を広 く開けて,多 くの分野の職

種に亘って組織しようとするところにある。

本学会総会の各回における出題演題をみると, 医

学,工 学,化 学,心 理学,教 育学,社 会学等の研究

者との共同研究であったり,‐それら学問分野の独特

の研究方法を用いての研究であるものが目立つ。非

常に複雑な生物的,社 会的,文 化的存在としての人

間を,同 じように複雑な人間との相互作用によって

展開される着護を探究する看護学においては,従 来

の研究の方向性に加え,次 元の異なる思考の回路に

おいて問題をみつめなおすことが迫まられていると

考える。それが学際的研究の必要性であり,広 く各

分野の研究者に入会の門戸を広げている本学会の使

命と考え,学 際的研究への志向を本講のテーマとし

た。       、

今日の学問の進歩に伴って,一 専門領域がますま

す細分化され,専 門家であるということは, より細

分化された領域における研究者であることが条件で

あるというような傾向が多くの学問分野でみられて

いる:広 い学問を身につけている人を,専 門がない

とか広すぎるとかいって軽べつする傾向きえみられ

る。

科学の対象は,そ れが無機物であれ有機物であれ

複雑な姿をもった綜合物である。人間にいたっては,

その身体,'心:行 動すべてが複雑で, これらを理解

前 原 澄 子

するためには突込んで細分化し分析する必要性が生じ

てくる。しかし,細 分化が進み過ぎると不都合を来た

すことになりかねない性質ももっている。この時に思

考を変えて問題をみつめ直すことによって,問 題解決

への手段につながってゆくことがある。いろいろな事

象が,多 様化し複雑化している現代社会において,他

|][il:IJ[:i]][]|[|:[]::][

ある。

まず,学 際的研究という語について確認しておかね

ばならない。というのは,学 際的という語が,す べて

の人に同一に理解されるとは限らないからである。

「学際的研究は,今 日の段階ではまだ発酵していない

ヮインであって,そ の味も香りもまだ批判することは

できない。」と評した学者もいる程に新しい考え方で

ある。その語の解釈にも,い ろいろの立場があるよう

である。

月並みであるが辞典をひいてみた。広辞宛の昭和51

年の版には 「学際」の語は集録されておらず,53年 の

版に 「いくつかの異なる学問分野がかかわるさま」と

あった。    1

Websterに は, “ interdisciplinary"の語 は,
“iivolving Or ioinin」tWo 6r mOle disciplines

or branches of learning" と あらた。

また, ピアジェの著した 「諸科学と心理学」を訳さ

れた芳賀は,そ の訳書において訳者の注釈を付し,そ

こにinterdisciplinary scienceを隋 と訳され

「諸科学の接点に生じる新しい科学あ分野を指す。」

と説明している。

現在の学際的研究を論ずるものを見聞してみると,

1つの学問分野の研究に他分野の方法を使用すること

とか,学問間の境界があいまいである新しい知見に対

て,今 日的視点で体系化を図る, というように解釈も
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されている。

私は,学 際的研究を異なる学問分野がかかわって研

究し,新 しい科学を生み出すことであると解釈し, こ

の論をす めゝたいと思う。

これまでにも,複 数分野の統合によって,新 しい形

へ学問が誕生した例はいくつもある。例えば,物 理化

学,分 子生物学,生 命科学などである。また,私 らの

分野に近い行動科学もその 1例である。形態的にみた

学際研究の種類を,中 村の著書より引用し紹介する。

これは1978年にボスト1ンで開かれた科学の統下に関

する国際会議で, コロンビア大学のボレロ教授が説明

したものである。          |

(1)多様的学際性 multi―disciplinarity

平行的あるいは無差別的な学際性ともいわれ,.各専

門の単純な並列型である。大学の学部の羅列のような

ものであって,相 互作用は少ないと説明されている。

(2)ll●数的学際性 pluri―disciplinarity

1つの主導的な専門分野があり,他 はそれを取り囲

んで存在し,そ れぞれの立場でなにがしの寄与をする

ものである。

6)横 断的学際性 trans―disciplinarity

別名対角線的学際性とも呼ばれる,ディンで;11つの

専門分野が共通の分析的方法としてある場合であって,

1鶏に響∬量置涯1削よ乱ispllnarlty

目的論あるいは規範的学際性と呼ばれるモデルであ

る6共 通の目的に対して,各 専門分野の 1部 で協力す

るものである6ど の専門も主導的役割はもたないので,

制約的学際性ともいっている。しかし,各 専門は目的

達成に全力をあげることが求められ,そ れは定性的な

ものではなく,定 量的な貢献であらねばならない。

(0 方 法論的学際性methOdologica(interdisCipl‐

i n a r i t y

1つの専門分野が,他 の専門分野を支えている形で

ある。教育学が精神測定学の力を借りるようなものと

説明されている。

(6) 市有天己冑守全芦ル祭ttt  supplemental interdiscipli―

narity     l      .

線形あるいはクロス学際性ともいわれるモデルであ

る。Dの 法則 Lが ,Dに 用いられ Lと いう新しい法

則をつくるのに役立つことで丁度,言 語学と心理学が

言語 。心理学の分野で協力するようなものと説明して

いる。

仔)同 形的学際性

isornorphic interdisciplinarity

統一学的学際性ともよばれるモデルで,生 物学と物

学術的研究 への志 向
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学̀ 術的研究全の毒向
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響学と化学の協力的統合tlよァF.牛物物琴学が誕牛
|キ||があげられる。        ■ ■‐|||
以上のようなモ、デノィで示、した|うな学問間?甲“,
肇犀から新し、、知見,科学が生まれ,学問?準少tF苛
与してゆくものである。その学問間の関係について,

前述のビア|ジ■の著書を変者|こ考4てみたい。

心響学者のピアジェは,1966Tに ,不フアで開かれ

た第18回の国際心理学会において :「Psych010gy,
Inlerdi,Ciplinary RelatiOns and th9 SySte平,

。f Sciences」と題し詳凍をしている。こρ講演■芳

賀が英語版より訳|じ「諸科学牛心理学」として著して

いる。 ,                   I
ピ|アジェは,個 別科学分野と心理学がどのように隣

接科学として協力してき■か,及 び今後し得るかを示

し,学 際的研究ヽの1つの示唆を与えている。彼は;

心理学と諸科学の関係を次のように云つている。即ち

D心理学の未来は非常に興味深いが予断を許さなぃ心

理学それ自体の発展に依存している。それはまた,心

理学が他の科学から利益を受けたり,ま:たは逆に心理

学がそれらに利益を与えたりするという隣接科学上の

関係のすべてに依存している。」と。 数 学者と生物

学者,物 理学者と化学者,生 物学者と化学者の協力に

よって,新 しい学問の発展をみているのに対し,心 理

学者はまだそのような形での協力の影響を受けるまで

には到ちていない。社会科学,人 文科学が自然科学と

異なって,隣 接科学問の交流がみられないことを嘆い

ている。心理学者が言語学,経 済学について知らなく

てもよいということは重大な誤解であり,言 語学,経

済学側の心理学に対する無関心を批判している。そし

てこれからは,心 理学と隣接科学の協力のあり方を心

理学と数学,心 理学と物理学,心 理学と生物学,心 理

学と社会学,心 理学と言語学,心 理学と経済学,心 理

学と論理学に亘ってのべている。この中から心理学と

数学について参考にしたい。

心理学は,数 学から何でも得ようとしてきた。当然

のこととして,心 理学における統計の計算や検定の方

法を数学に求めたり,確 率を捉えようとしている。ま

た,心 理学における空間知覚の実験結果を数学におけ

る年岬?椰3と照今する研牢等告季lr 1ヽう。|・1‐ら
すべF・墜摯科学門?交摯1していう:キ|ま言うず,幣
学から一方的な1専献■,け,いるlillギ●い:心琴学
が撃学に,えるもの11何うなl、)|,1こ墨や■る.と、琴っ
ていぅ?その翠申|す,数学ギ行納中夕ヽ?形本的摯学F
ある手とに対して,心理学は寒繋"科学であぅFI:
数学̀ |すFl`科学牛‐して2190年?摩率1‐や:?のにl村|‐
て,■翠学は年か100年Fあゃキャlう|キ:IFわや1云っ
ている。        .: 11  1 1     1

しかし,年̀ 1戸本の準季を||ィ■科学ギ, 1つの説
明の小準にとどまること,こ対:して雫甲1段グか'オ‐Fい
る。事実,数学者の会議にゃいて11,i'本 質ゃ基礎

IF?|ぃて間甲|こ|れており, IⅢら?P.5琴!ま撃学黎戸
に影響を与みるものFある||ダ云ゃれ,:ドァィ|テ|ま
すでに|の課題解決の4り |こ,■響学者とし:`‐議演を

依頼され:心理学が数学|こ専献し得る時代の青‐ざしが

みえてぃることを云ってぃる。,数学にゃ|ナぅ董構■の
特隼|その形成?問題各 心翠学は|● ら概魯の発牛
と発澤の研究を導し数学に寄与で吉ることを詳明し,‐

|れからの峰力体割に明うい見押し,のがていう。

争学問間と心理学?協力をのべて,科学の体不にお

ける心翠学の位置を次のように云っている。数学は,

自然科学と人来科学の中間に,技術は自然科学|1社会
科学の間に位置する。

ピアジ上の諸科学の関係    |

自然科学

社会科学 人文科学

心理学1す諸科学っす0て
に押写関係をも?も ,のと|

て中心に位置を占めている。そして, ピアジェの主張

は, 自然科学の場合は,個 別の間に階層的な関係があっ

て相互関係が発見しやすい。したがって, 自然科学の

内部では学際的な協力がしやすいと考えると。社会科

学や人文科学の分野では自然科学にみられるような階

層化は困難であると認めながらも,研 究課題や研究方

法の共通性を考察するならば,協 力は可能であるとみ

てよい。

さらに,社 会科学と人文科学相互間でも突きつめて

学

―
―

理心
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学術的研究
.べ
の志向

いれば必ず人間がからんでくるもしたがちで1社会科
学1と人文科学をまとおそ人間料学とⅢぶ場答も出てく
な僣どに協働可者J柱が大書いとみそtる`。 ‐

  |

1966年あきラジュあ議演ふらあ年経らた現在におい
て,Iさ理学は料学としをより確がな位置を占めるよう
にならだ:tおよら轟 撃の学ぶところは多く,また
看護学たも学際的研究べあ勇気が与えられる:しかし:

その第1め条梓は,着護撃ぶ力を存分に異輝をきるこ

とであることもこゝ から学んだ。       |

以上のような撃際的研究のおら芳:心 理学におけ乞

学際的研究の発達あ歴史をみそ, これからの着護学研

究あ姿勢を考えてみたいと思うも    ' 1

まず,他領域における理論を学際的に利用して研究

を遂行することは,看護学の研究でよく存われてt る`

ことである。研究の能率をあげ,効 果をあげるために

決して悪いことではない6広 い視野に立って他領域を

理解することは,問 題解決べつながるものであること

は,冒 頭にも述人たとらりである:し かしこの場合,

絶対に回避しなければならない大きな危険性がある。

1つの理論を研究において用いる場合には,そ の理論

をしっかりと理解していることが前提であることはい

うまでもないことである6学 際的研究の場合,他 領域

の理論を十分に理解しないで:単 に目的的若角性のみ

によって用いることは,許 されるべきことではなく学

際的研究とは云えない。これをあえていうならば,集

学的と云えるだろうか。看護学の研究において,他 領

域の理論を利用するというよりは,他 領域の研究が看

護学の対象を利用していると感じさせられるものも時

に目にする。これを回避するためには,用 いる理論を

十分に理解することと,最 も大切なことは,そ の研究

における概念枠組の明確化であろう。看護学プロパー

の研究方法があるかどうかということは,大 変難しい

問題である。内海は,.看護学は本質的に学際的である

といつているが,こ れからも学際的研究に看護学の研

究の将来をかけるならば,概 念枠組の明確化を大切に

してゆかねばならない。フレーム・ワークが,研 究の

オリジナリティを決定することになるからである。

従来あ看護学の研究における撃際性由:'先'ご述:べた

方法論的学際性,即ち1つの専門分野が他の専門分野

を支えZ形 ●またI補 足的学際性:即 ち1つ あ法
.貝
1か

他あ分野面 いられ新しt法ヽlllをらくるというのに該

当するであろう6          ・
  ‐   t

そこで, もう1点私らが志向しなければならないご

とがある。複数的学際性即ち, 1つの主導的な、専門分

野があり,そ れを取り曲んで存在しそれをれあ立場で

何らかの寄与をするという方法において'ま「他の学問

と同等あ立場において着護学が寄与
:しなければならな

い。また:積合的撃際性あように共通の目的に対して
'

他分野と同等に看護学の立場で協力することをしなげ

ればならない:または:向形的学際性は生物撃「物理

学,化学あ協力によって生物物理学か誕生したや功41

他分野と協力して新しい学問を誕生させる看護学の働

きがなければならない3     ■    r .(1  1

1966年には,薮学に責献そきる査格がなt、とt、ゎれ

た心理学が,その後の26年余で諸科学蘭にぉぃで確箇

とした位置を築き上げた努力を学び1看譲学の位置を

明確にすることに挑戦したいと考える:●   ‐  ‐

自らの研究生活の反省から,1今後正すべき姿勢を自'

分に芸い聞かせる意味でま1とめてみたものである。・
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